
   小平市議会定例会  一般質問通告書 

 

 

質問件名   大沼町地域の市民の声にどう応えるのか。 

質問要旨 

大沼町にお住まいの方から、この地域の課題ということで質問とご要望を頂いた。これ

までも同僚議員からたびたび質問されてきた内容も含め、以下６点質問する。 

 

（１） 東京街道の拡幅工事の進捗状況は。特に、新小金井街道から西部分は、拡幅用地

が確保されているようだが、整備が進んでいないのはなぜか。また、今後の整備予

定は。 

（２） 東京街道七小入口交差点の交通状況の課題をどう認識し、どのような安全対策が

必要と考えるか。 

（３） 市道第Ｃ－５９号線、通称、石置き道路の安全対策について、一昨年９月定例会

以降はどのような対応を行ったのか。 

（４） 大沼町５丁目泉蔵院西側の道路等の安全対策について、昨年 12月定例会以降はど

のような対応を行ったのか。 

（５） みどりの基本計画 2010 でみどりの中心拠点に位置づけられている都市計画決定

された大沼田公園の整備はなぜ進まないのか。また今後の整備予定はどうか。 

（６） この地域に児童館や体育館を建設してほしいという要望があるが、市はその必要

性をどうとらえ、どのように応えるのか。 

  

 

    

 

 

 

 

 

 

 

上記のとおり、小平市議会会議規則第 57条第２項により通告します。 

平成２８年２月１５日      小平市議会議長 殿    小平市議会議員  氏名   佐野 郁夫 

                        受付番号【        】 

２６ ２５ ２４ ２３ 

    

（１／３） 

質問の方式 

１ 一括質問一括答弁方式 

② 一問一答方式 



 

    小平市議会定例会  一般質問通告書 

 

質問件名   個性を活かし自立した小平をつくるための規制緩和や事業はなに

か。 

 

質問要旨 

 国における地方分権改革は、「個性を活かし自立した地方をつくる」を掲げ、「提案募集

方式」と「手挙げ方式」の導入にみられるように、地方の発想に根差した取り組みを推進

する新たなステージに入っている。また、国家戦略特区による規制改革も導入されるなど、

分権のかたちそのものが自治体の力次第の時代になっているともいえる。 

このような状況の中、小平市は国、あるいは東京都に対しどのような提案、あるいは事

業要望をし、どのように小平の個性を活かした自立性の高い自治体に向けて進もうとして

いるのか。現在の市の考えと取り組みについて、以下５点質問する。 

 

（１） 国の地方分権改革に関する地方からの提案募集に対して、これまでどのようなこ

とを提案したか。また、その結果は。 

（２） 国家戦略特別区域制度（国家戦略特区という）に対しては、小平市としてどのよ

うな提案が考えられるか。 

（３） これまで、先進的と思われる国や都の事業で小平市がいち早く実施したものはど

のようなものがあるか。例えば、多摩地区では初めて校庭芝生化事業を実施したな

ど。（過去 5年程度） 

（４） 事業提案や要望をしたが、採択されなかった事例はどんなものがあるか。また、

その理由は。（過去 5年程度） 

（５） 個性を活かし自立した小平のために、今後どのような規制緩和や事業を国や都に

求めていくのか。 

 

 

 

 

 

 

    

平成２８年２月１５日        小平市議会議長 殿    小平市議会議員  氏名   佐野 郁夫 

                       受付番号【        】 

２６ ２５ ２４ ２３ 

    

（２／３） 

質問の方式 

１ 一括質問一括答弁方式 

② 一問一答方式 



 

  小平市議会定例会  一般質問通告書 

 

質問件名  プチ田舎より未来志向の新しい緑園都市をめざせ  
 

質問要旨 

小林市長の年頭の挨拶の中には、観光まちづくりプランの基本コンセプトにあるプチ田

舎を取り上げ、「小平はプチ田舎で売り出す」と様々な場面の挨拶で言っている。また、

小平市まち・ひと・しごと創生総合戦略（以下「市の総合戦略」とする）（素案）では、「市

民がいきいきとした”プチ田舎”なまちづくり」を目指すイメージとした。さらには、予

算編成にあたっての施政方針の中でも、「都会と田舎の両方の良さが共存するまちづくり

を進めていく」とある。このプチ田舎とは何なのか。どんなまちづくりを言っているのか。

市長が任期最後に目指す小平のまちづくりについて、以下４点質問する。 

 

（１）プチ田舎とは、どのような要素のあるまちを意味するのか。 

（２）プチ田舎を構成する要素を、今後のまちづくりでどのように担保するのか。 

（３）プチ田舎はイメージが悪いとか、嫌な表現だという声を聴くが、このような市 

   民に対してはどのように説明し、理解を得ることができるか。 

（４）長期総合計画において、「小平の未来の都市像は「躍動をかたちに、進化するま 

   ち こだいら」「緑とすみやすさを大切に さらに自立し活力あるまちの実現を 

   めざす」とされているが、あらためて、この未来都市像における田舎の位置づけ 

   はどうなるのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記のとおり、小平市議会会議規則第 57条第２項により通告します。 

平成２８年２月１５日       小平市議会議長 殿    小平市議会議員  氏名   佐野 郁夫 

                       受付番号【        】 

２６ ２５ ２４ ２３ 

    

（３／３） 

質問の方式 

１ 一括質問一括答弁方式 

② 一問一答方式 


